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本
庁
舎
免
震
改
修
工
事
な
ど
に
よ
り
、

市
役
所
駐
車
場
の
収
容
数
が
大
幅
に
減
少

し
て
い
ま
す
。
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
市
役
所
へ
お
越
し
の
際
は
、
な
る
べ

く
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
財
産
管
理
課（
☎
514
・
８
１
５
６
）

市政情報
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採
用
情
報

保
育
園
臨
時
職
員（
保
育
士
）募
集
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勤
務
日
時
月
曜
〜
土
曜
日
午
前
７
時
〜
９

時
30
分
の
う
ち
２
時
間
お
よ
び
午
後
４
時

〜
７
時
の
う
ち
２
時
間（
計
４
時
間
）

勤
務
場
所
し
ん
さ
か
し
た
保
育
園
、
み
さ

わ
保
育
園
、
み
な
み
だ
い
ら
保
育
園

勤
務
内
容
朝
夕
保
育
補
助

時
給
１
千
310
円

そ
の
他
交
通
費
支
給（
市
の
基
準
に
基
づ

く
）、
有
給
休
暇
あ
り

申
込
電
話
で
申
し
込
み
後
、
市
役
所
２

階
保
育
課
へ
履
歴
書
を
持
参

問
保
育
課（
☎
514
・
８
６
３
８
）

市
内
学
童
ク
ラ
ブ
臨
時
職
員
募
集
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勤
務
日
時
月
曜
〜
金
曜
日
の
週
５
日
正
午

〜
午
後
６
時
ま
た
は
午
後
０
時
30
分
〜
６

時
30
分
※
学
校
休
業
日
な
ど
は
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
15
分
。
施
設
状
況
な
ど

に
よ
り
午
前
８
時
か
ら
ま
た
は
午
後
６
時

30
分
ま
で
の
勤
務
あ
り

勤
務
内
容
児
童
の
育
成
・
指
導

対
象
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
①

教
員
免
許
ま
た
は
保
育
士
有
資
格
者
②
免

許
な
ど
は
無
い
が
①
に
相
当
す
る
子
育
て

経
験
を
有
す
る

時
給
①
１
千
260
円
②
１
千
190
円

そ
の
他
交
通
費
支
給（
市
の
基
準
に
基
づ

く
）、
有
給
休
暇
あ
り
、
社
会
保
険
加
入

申
込
〒
191-

８
６
８
６
日
野
市
役
所
２
階

子
育
て
課
へ
履
歴
書
、
免
許
保
持
者
は
教

員
免
許
な
ど
の
写
し
を
郵
送
ま
た
は
持
参

問
子
育
て
課（
☎
514
・
８
６
３
６
）

市政情報
HP

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

の
報
酬
改
正
案
に
ご
意
見
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い�
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平
成
31
年
４
月
か
ら
介
護
予
防
・
生
活

支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
報
酬
単
価
を
改
正

す
る
予
定
で
す
。

　

詳
細
は
、
市
HP
の
改
正
案
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

意
見
受
付
１
月
４
日
㈮
〜
31
日
㈭
に
〒
191-

８
６
８
６
日
野
市
役
所
２
階
高
齢
福
祉
課

（

kaigo@
city.hino.lg.jp

）に
郵
送
、

Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
持
参
。
意
見
・
提
案
、

住
所
、
氏
名
ま
た
は
団
体
名
、
電
話
番
号

を
記
載

そ
の
他
必
要
事
項
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い

意
見
書
は
取
り
扱
い
で
き
ま
せ
ん

問
高
齢
福
祉
課（
☎
514
・
８
５
１
９
）

歳
三
没
後
１５０
年
を
迎
え
て
の

今
年
の
取
り
組
み

市
長　
最
後
に
、
今
年
平
成
31
年
は
、
土

方
が
箱
館（
函
館
）で
亡
く
な
っ
て
か
ら
150

年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
が
、
皆
さ
ま
か
ら

一
言
お
願
い
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

土
方　
お
話
し
い
た
だ
い
た
通
り
今
年
は

土
方
没
後
150
年
で
す
。
で
き
る
こ
と
な
ら

こ
の
幕
末
の
歴
史
を
次
の
区
切
り
と
な
る

200
年
目
ま
で
語
り
継
ぐ
お
手
伝
い
を
さ
せ

て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

佐
藤　
今
、
150
年
の
節
目
を
迎
え
、
一
時

期
は
、
新
選
組
を
評
価
さ
れ
ず
に
語
れ
な

い
時
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
は
時
代
が
変

わ
り
、
新
選
組
近
藤
・
土
方
は
ヒ
ー
ロ
ー

と
な
り
、
皆
さ
ま
の
考
え
が
少
し
ず
つ
変

わ
っ
て
き
て
い
る
の
を
感
じ
ま
す
。
新
選

組
の
ス
タ
ー
ト
地
点
が
日
野
で
あ
る
と
い

う
の
は
、
と
て
も
大
き
な
こ
と
で
す
。
こ

の
一
年
間
、
日
野
市
の
新
選
組
を
全
力
で

Ｐ
Ｒ
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
微
力

な
が
ら
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

井
上　
新
選
組
の
ふ
る
さ
と
日
野
が
全
国

に
定
着
し
た
の
も
、
日
野
市
の
お
か
げ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
幅
広
い
年
齢
層
の
フ
ァ

ン
の
方
々
が
楽
し
ん
で
、
私
た
ち
の
３
館

や
新
選
組
の
ふ
る
さ
と
歴
史
館
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
新
選
組
に
関
す
る
史
跡
め
ぐ
り
が

で
き
る
よ
う
に
、
協
力
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

市
長　
昨
年
は
明
治
維
新
150
年
と
い
う
こ

と
で
国
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
ま
し

た
。
た
だ
、
幕
末
の
出
来
事
と
い
う
も
の

は
各
地
域
に
よ
っ
て
受
け
止
め
方
が
異
な

り
ま
す
。
新
選
組
も
一
時
期
は
賊
軍
と
言

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
一
方
で
史

実
の
研
究
も
進
み
、
誠
を
貫
く
正
義
の
味

方
で
も
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　
昨
年
、私
は
、会
津
若
松
や
長
岡
に
行
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
地
域
で
は

戊
辰
150
年
と
言
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
生
か

し
て
、
観
光
都
市
と
し
て
の
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
日

野
市
も
学
ぶ
べ
き
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
、
本
日
お
集
ま
り
の
３
館
の
資
料

館
や
行
政
が
一
つ
に
な
っ
て
、
土
方
歳
三

の
情
報
を
市
の
内
外
に
発
信
し
、
多
く
の

お
客
さ
ま
を
お
迎
え
し
つ
つ
、
日
野
市
と

し
て
の
地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を

醸
成
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
日
野
市
に
は
土
方
歳
三
や
新
選

組
に
関
連
し
た
資
料
が
数
多
く
残
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
歴
史
・
文
化
に
か

か
わ
る
貴
重
な
遺
産
を
大
切
に
保
存
・
活

用
し
、
次
世
代
に
継
承
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
今
日
は
そ
の
思
い
を
一
層
強

く
し
ま
し
た
。

　
今
年
一
年
間
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
活
動
を
展
開
し
、
土
方
歳
三
の
特
別
展

の
開
催
や
新
作
能
の
上
演
な
ど
を
行
う
ほ

か
、
新
選
組
ま
つ
り
も
例
年
よ
り
内
容
を

充
実
さ
せ
、
盛
大
に
行
う
計
画
で
す
。
ぜ

ひ
、
楽
し
み
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　用語解説
※1 土方歳三
天保6（1835）年、現在の日野市石田に生ま
れる。幕末動乱期に、京都で新選組副長と
して新選組を統括･指揮した。明治2（1869）
年、箱館（函館）で34歳の若さで戦死。墓は
市内石

せ き で ん じ

田寺にある。
※₂ 井上源三郎
代々八王子千人同心を務めた家柄に生ま
れる。千人同心井上松五郎の弟。幼少より
剣を持ち、近所の佐藤彦五郎の道場に通い
天然理心流を学ぶ。土方と共に新選組に参
加し、副長助勤六番隊長となる。慶応4

（1868）年の鳥羽・伏見の戦いで戦死。墓は
市内宝泉寺にある。
※3�近藤勇
新選組局長。天保5（1834）年に多摩（調布
市）の農家に生まれる。当時通った天然理
心流道場・試衛館で腕を認められ、師であ
る近藤周助の養子となる。明治元（1868）
年板橋刑場で斬首。
※₄�佐藤彦五郎
日野宿問屋・日野本郷名主を若年から務め
る。土方歳三の姉と結婚。邸内に天然理心
流道場を設け、土方歳三、井上源三郎らと
稽古に励む。新選組の物心両面からの支援
者だった。墓は市内大昌寺にある。
※₅�沖田総司
4歳から9歳まで日野で暮らす。幼年期より

天然理心流を学ぶ。その後試衛館に入門、
近藤周助の内弟子となる。20歳の時には、
すでに免許皆伝し、新選組一番隊長に任命
される。明治元（1868）年、20歳代の若さ
で病死する。
※6�日野宿本陣
都内で唯一現存する、江戸時代に建てられ
た本陣建物で、日野の名主・佐藤彦五郎の
邸宅であった。また邸内に道場があり土方
歳三らが剣術に励んでいた。
※₇�山南敬助
天保4（1833）年生まれ。北辰一刀流・千葉
周作の門人であったが、他流試合で近藤勇
に負けて以来、試衛館に出入りするように
なる。新選組ではナンバー 3となる総長を
務めるが、後に新選組を脱走し、32歳で切
腹。
※₈�市村鉄之助
市村鉄之助は土方歳三の小姓。歳三の命で
箱館（函館）を脱出し、明治2（1869）年7月か
ら数年にわたり佐藤彦五郎の屋敷（日野宿
本陣）でかくまわれたとされる。歳三の写
真を届けた人物と伝えられる。
※9�天然理心流
江戸時代後期に近

こ ん ど う

藤内蔵
くら

之
の

助
すけ

により創始
され、当初は剣術のほか柔術・棒術・気合
術から成る総合武術だった。宗家を継いだ
近藤勇をはじめ、新選組の幹部が修めてい
た。

外出する場合は

 時間に余裕を持った行動を心掛けると
ともに不要不急の外出は控える
 滑りにくい靴を着用するなど
歩行中の転倒に注意する
 手袋を着用するなどし、両手は
いつでも使えるようにしておく
 屋根などからの落雪に注意する

除雪の場合は

 作業前に体操するなどして体を慣らす
 降雪後はそのままにしておくと雪が凍
ってしまうので、降り始めからこまめ
な雪かきを行う
 排水溝上部や周辺に雪を置かない
 地域で協力して除雪するなど
お互い助け合う

日頃からの備え

 水や食料の備蓄
 予備電池、懐中電灯、カイロ、
灯油などの明かりと暖房対策
 スコップなど除雪用具の準備や点検
 タイヤチェーンなど自家用車での
外出のための対策
 カーポートやビニールハウスの
破損や倒壊対策

車を運転する場合は

 普段よりも減速し、車間距離を
　十分にとって走行する

 急ブレーキや急ハンドルを避けるなど
無理な運転をしない
 急な坂道など通行が難しいと
思われる場所を避ける

　1月から3月は雪が降りやすい季節となります。
テレビやラジオなどで降雪情報をこまめにチェッ
クするとともに日頃から大雪に備えた対策をお願
いします。

 スコップなど除雪用具の準備や点検
 急な坂道など通行が難しいと

 スコップなど除雪用具の準備や点検
 タイヤチェーンなど自家用車での
 スコップなど除雪用具の準備や点検

 時間に余裕を持った行動を心掛けると

 手袋を着用するなどし、両手は
いつでも使えるようにしておく
 屋根などからの落雪に注意する

 普段よりも減速し、車間距離を

 作業前に体操するなどして体を慣らす
 降雪後はそのままにしておくと雪が凍
ってしまうので、降り始めからこまめ

 排水溝上部や周辺に雪を置かない

雪に備えましょう！
地域で協力して除雪をお願いします

問 防災安全課（☎514-8962）1010419ID
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せ


